
　

茂
原
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
市

制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
た
昨
年

度
末
に『
茂
原
市
史
資
料
編
Ⅰ（
原

始
・
古
代
、
中
世
考
古
）』
が
刊

行
さ
れ
、
い
よ
い
よ
市
史
刊
行
が

本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
現
代
部
門
で
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
四
年
度
ま
で
に
九
名
の
調

査
執
筆
委
員
の
先
生
方
が
任
じ
ら

れ
、
各
先
生
方
は
ご
自
身
の
研
究

の
傍
ら
、
茂
原
市
域
の
近
現
代
史

料
の
調
査
研
究
を
は
じ
め
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
宮
間
純
一
先
生
（
中

央
大
学
文
学
部
教
授
）
を
中
心
と

し
て
、
定
期
的
に
勉
強
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
勉
強
会
で

は
、
昭
和
四
十
一
年
に
発
行
さ
れ

た
『
茂
原
市
史
』
の
近
現
代
史
部

分
の
輪
読
会
を
手
は
じ
め
に
、
各

先
生
方
が
注
目
し
て
い
る
事
柄
の

ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
報
告
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣

言
下
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

リ
モ
ー
ト
会
議
も
取
り
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
茂
原
市
立
美
術
館
・
郷

土
資
料
館
で
は
、
令
和
二
年
一
月

二
十
五
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
第
二
回
テ
ー
マ
展
「
郷
土
の
先

覚
者　

千
葉
三

郎
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
千
葉
三
郎

は
明
治
二
十
七
年

一
月
、
千
葉
天

夢
（
眼
科
医
、
長

生
高
校
の
前
身
大

成
館
創
立
者
）
の

三
男
と
し
て
上か

み

埴は

生ぶ

郡
鶴
枝
村
上
永

吉
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
正
八
年
東

京
帝
国
大
学
法
科

大
学
（
法
学
部
）
法
律
学
科
卒
業

後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学

し
経
済
学
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国

後
、
鐘

か
ね
が

淵ふ
ち

紡ぼ
う

績せ
き

株
式
会
社
社
長
の

武
藤
山さ

ん

治じ

の
片
腕
と
し
て
大
日
本

実
業
組
合
連
合
会
理
事
に
就
任
し

ま
し
た
。
大
正
十
四
年
、
衆
議
院

議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
初
当

選
す
る
と
、
以
後
戦
前
、
戦
後
と

合
わ
せ
て
十
二
回
の
当
選
を
果
た

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
第
一
次
鳩

山
一
郎
内
閣
で
は
労
働
大
臣
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
展
「
郷
土
の
先
覚
者　

千
葉
三
郎
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

千
葉
本
家
千
葉
彌
幸
氏
（
永
吉
の

眼
科
名
誉
院
長
）
を
介
し
て
千
葉

三
郎
の
長
男
健
司
氏
と
孫
祐
三
氏

よ
り
日
記
、
書
簡
、
覚
書
、
ア
ル

バ
ム
等
の

「
千
葉
三

郎
関
係
資

料
」
が
茂

原
市
へ
寄

贈
さ
れ
ま

し
た
。
加

藤
時
男
先

生
を
は
じ

め
と
す
る

資
料
調
査

員
と
市
史

編
さ
ん
委

員
会
事
務
局
に
よ
っ
て
令
和
二
年

十
一
月
か
ら
令
和
四
年
二
月
ま
で

資
料
整
理
を
し
、
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
に
は
、『
茂
原
市
史
調

査
報
告
書
第
八
集　

千
葉
三
郎
関

係
文
書
調
査
報
告
書
』（
上
）（
下
）

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
上
巻
で
は

「
千
葉
三
郎
日
記
」
が
戦
中
か
ら

戦
後
の
保
守
合
同（
昭
和
三
十
年
）

に
至
る
ま
で
の
時
期
を
中
心
と
し

て
抄
出
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
巻
で
は
、
千
葉
三
郎
が

政
界
に
進
出
し
た
大
正
十
四
年
の

衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
お
よ
び
昭

和
三
年
の
最
初
の
普
通
選
挙
を
め

ぐ
る
関
係
史
料
、
千
葉
三
郎
宛
て

の
書
簡
な
ど
と
と
も
に
「
千
葉
三

郎
関
係
文
書
目
録
」
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は
茂
原

市
史
編
さ
ん
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
千
葉
三
郎
日
記
」
は
、
中
学

時
代
の
明
治
四
十
三
（
一
九
一

〇
）
年
か
ら
死
去
す
る
昭
和
五
十

四
（
一
九
七
九
）
年
ま
で
七
十
年

間
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
日
記
の
内
容
は
、
彼

が
活
動
し
た
政
界
、
実
業
界
、
教

育
界
、
南
米
開
拓
事
業
な
ど
幅
広

い
範
囲
の
記
録
が
な
さ
れ
、
激
動

の
時
代
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
」

の
社
会
、
政
治
状
況
を
映
し
出
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
調
査
執
筆
委

員
の
手
塚
雄
太
先
生
（
國
學
院
大

學
文
学
部
准
教
授
）
を
中
心
に
調

査
分
析
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

お
け
る
政
友
会
と
憲
政
会
の
二
大

政
党
に
は
さ
ま
れ
た
千
葉
三
郎
の

属
す
る
実
業
同
志
会
の
果
た
し
た

役
割
が
う
か
が
え
る
史
料
は
少
な

く
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
昭
和
三
十
年
の
保
守

合
同
に
至
る
戦
後
政
治
の
大
き
な

分
岐
点
で
の
非
吉
田
茂
系
の
政
治

家
の
史
料
と
し
て
こ
れ
ま
た
興
味

深
い
も
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん

自
由
民
主
党
千
葉
県
連
の
初
代
会

長
で
す
の
で
、
千
葉
県
の
戦
後
政

治
を
語
る
上
で
も
見
逃
せ
な
い
史

料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
史
編
さ
ん
事
業
近
現

代
部
門
で
は
、
こ
う
し
た
新
発
掘

の
史
料
を
丁
寧
に
読
み
込
み
な
が

ら
刊
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

茂
原
市
史
編
さ
ん
委
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�
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▲千葉三郎記念館と銅像
（鶴枝公民館の隣）

▲調査報告書第八集上下巻
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